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　「世に役立つ人物の養成」を建学の
理念とする本学では、ビジネス社会に
おける諸問題を発見・解決できる能力
の育成を目指し、起業家精神あふれる
人材を育成しようとする取組の一環と
して「ビジネス・アイディアコンテス
ト」を開催しています。
　起業家精神の涵養と起業家的な資
質・能力の育成を目標として、本学の
学生・大学院生を対象として 2003 年
度から毎年実施する新しい商品・サー
ビスやビジネスモデルのアイディアを
競うコンテストです。
　第 10 回大会から自由部門に加え、
企業からの課題に取組む課題部門を設
定し４年目となりました。今年度も旭電機化成株式会社、株式会社カワキタ
に課題提供企業としてご協力いただきました。
　平成 27 年５月 21 日（木）と 26（火）12：15 〜 12：50 には、課題提供企
業の代表者の方に来ていただき、今年度の課題の説明会を開催しました。
　今年度は、869 件（自由部門 537 件、課題部門 332 件）の応募があり、第
１次審査で 30 件、第２次審査で８件のアイディアが通過し、最終審査に進
みました。
　また、第１次審査通過者を対象としたサポートプログラムとしてブラッ
シュアップ講座があり、第１回プレゼン道場を平成 27 年８月６日（木）
11:00 〜 13:00、第２回を平成 27 年８月７日（金）11:00 〜 13:00 に実施しました。
１日目は、プレゼンテーションの基礎から自己紹介を使った１分間のプレゼ
ンテーションの練習、２日目は、実際に審査会場となる場所でのプレゼンテー
ション体験を実施しました。平成 27 年８月 10 日（月）11:00 〜 13:00 には、
アイディアブラッシュアップミーティングを開催しました。旭電機化成株式
会社専務取締役　原守男氏を講師として招き、前半はアイディアのブラッ
シュアップの方法について講義を受け、後半は、アイディアの事例を交えた
グループワークを行いました。
　10 月 31 日（土）にファイナリスト８名のプレゼンテーション審査を実施し、
昨年のファイナリスト２名による事業報告、企業賞受賞者２名からの発表や
課題提供企業である旭電機化成株式会社と株式会社カワキタの代表者の方か

ら事業紹介をしていただきました。
　審査結果としまして学長賞、副学長
賞、東大阪商工会議所会頭賞、NPO
法人東大阪地域活性化支援機構理事長
賞各１名、審査員特別賞４名が決定し
ました。
　上位４名には副賞として、世界の動
向を肌で感じられる機会となる海外ビ
ジネス研修が贈られました。海外ビジ
ネス研修では、国を越え現地の方と心
を通わせることによって、いつまでも
色あせることのない思い出と人間関係
を築き、その国の良さを知り、同時に
日本の良さにも気づく研修を実施しま
した。
　たとえば、
　・現地の語学学校で英会話のマンツーマン授業を受講し、英会話に興味を

持つきっかけづくりと英会話力を高める機会とした。
　・現地で活躍する日系企業の視察や起業家によるビジネス講義を受講し、

起業家精神にふれる機会とした。
　・現地の子供たちとふれあい、異国の人と交流し、社会福祉活動を体験。

　今後も学生があらゆる場面でいろいろな経験・体験できるプログラムを構
築し、そのことにより起業家精神あふれる人材を育成したいと考えています。
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　実学教育の一環として、全国高等学校ビジネスアイディア甲子園をレベル
アップした形で本学の学生・大学院生を対象に平成 27 年 10 月 31 日（土）に「大
商大ビジネス・アイディアコンテスト」ファイナルプレゼンテーション＆表
彰式が開催されました。
　今回応募作品 869 件の中から第１・２次審査を突破した８名のファイナリ
ストと２名の企業賞のアイディアをご紹介します。

☆学長賞☆
◉商学科２年　隠樹 真由子さん　

　【するっと】
《課題部門》課題提供企業／株式会社カワキタ
　私がこのアイディアを思いついたのは、保育園のボラ
ンティアをしたときです。自分で靴を履きたいけどまだ
手が小さくて履けない、履けたけど左右を逆に履いてい
るというところに着目しました。子どもの上靴について
いるタグに「するっと」をつけるだけで誰でも簡単に靴
を履くことができます。ひっぱる部分には、今人気のキャ
ラクター、無地の物、色で分かれている物など使う人に
よって使い分けできるようにしたいです。この商品の一
番の目的は子どもの自立性を高めることです。この商品が商品化され多くの
人に広まってくれることを期待しています。

　また、第 13 回大商大ビジネス・アイディアコンテストの運営は、過去に
本コンテストに関わった学生が中心となり、受賞者・審査員の誘導、司会、
ステージマネジメント、賞状授与のサポートなどを担当しました。

【大学生スタッフの紹介】

　左側から
　　経営学科４年 石田幸多さん、商学科４年 坂本達也さん、
　　公共経営学科４年 中本良輝さん、経営学科３年 池田裕也さん、
　　経営学科２年 伊集大悟さん、経済学科４年 片岡長祥さん、
　　経営学科４年 佐々木咲妃さん

第13回 大商大ビジネス・アイディアコンテスト
受賞アイディア紹介

学長賞を受賞した
隠樹真由子さんと片山副学長

受賞者と審査員全員で
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☆ NPO 法人東大阪地域活性化支援機構理事長賞☆
◉経営学科 1 年　藤川 功基さん　

　【達成帳（お手伝い帳、自習帳、ダイエット帳など）】
《自由部門》
　達成帳とは、目標に向かって頑張る人をサポートする
ノートです。目標を決め、その目標が達成できたらご褒
美がもらえます。まず、達成帳には「すること」「達成度」

「ご褒美」の３つの欄があります。することをして印を
付けていき、達成度の欄がたまると、ご褒美がもらえる
事になります。達成度が目に見えて分かるのでやる気が
でます。諦めそうになってもご褒美が目に見える形で書
いてあるので、そのご褒美に向かってやる気が復活しま
す。

☆審査員特別賞☆（４名学年順）
◉商学科１年　稲岡 保准さん　

　【目覚まし腹巻き】
《自由部門》
　このアイデアはスマートフォンと Bluetooth でワイヤ
レス接続されたバイブレーターを腹巻きの内側にあるポ
ケットに収納し、身体と密着させた状態で振動させ、そ
の振動で使用者を起こす携帯型目覚まし時計です。音を
出さずに起こすことができるので通常の目覚まし時計で
は使えない場所でも周りを気にすることなく使用してい
ただけます。

☆副学長賞☆
◉商学科４年　水原 春佳さん　

　【目標達成カウンター 21】
《自由部門》
　「目標達成カウンター 21」は大切な人にメッセージを
録音してもらい、毎日すると決めた事をその日出来れば
ボタンを押し、21 日後にメッセージを聞く事ができる
といった録音機付きの回数カウンターです。脳科学の分
野で人は 21 日間同じ事を続けると習慣化されてその物
事を続けやすくなるという事が実証されています。大切
な人のメッセージを聞きたいと思う感情的な部分と脳の
しくみによる科学的な部分の両方から「物事をコツコツ
続ける事」をサポートし、目標達成に導くといった商品です。

☆東大阪商工会議所会頭賞☆
◉商学科３年　平峠 佑望さん　

　【らくらくプラグ 〜横並びコンセント対応型〜】
《課題部門》課題提供企業／旭電機化成株式会社
　私のアイデアは、旭電機化成株式会社の「らくらくプ
ラグ」という商品の形状を変えたものです。家電のプラ
グに取り付けるだけで硬いコンセントでも簡単にプラグ
を抜き取る事ができる便利な商品ですが、現状では縦並
びコンセントにしか対応しておらず、多くの使用者がい
る横並びコンセントに対応すれば、より多くの方が便利
に、有効的にコンセントを使用する事ができるのではな
いかと言う考えから生まれたアイデアです。
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◉経営学科２年　清水 千歳さん　

　【温故知新　文化情報発信型ホームページ】
《自由部門》
　昨今何かと話題になっている日本の文化。せっかく自
国の文化なのに、現代人にはあまり馴染みがなく、一部
の層にしか支持されていません。そこで私が考えたの
は、全ての日本文化を対象とした情報サイトのサービス
です。日本全国を市町村にまで細分化し、隅から隅まで
情報を掲載します。それだけではなく、地方施設と連携
して様々な企画を運営します。その結果、日本文化や地
方の復興に繋がります。

☆企業賞☆（２名学年順）
◉経営学科１年　高畑 圭大さん　

　【フタがパズルになってる弁当箱】
《課題部門》課題提供企業／株式会社カワキタ
　第一にフタがパズルになっている。ジグソーパズルの
ようなものではなく一般的に９パズル 15 パズルと呼ば
れているものをパズルのフタに使う。 
　第二にキャラクターをフタにしてパズルにする。また、
フタを別売りにして付け替えを楽しめるようにする。 
　第三に写真をパズルのフタに印刷して販売する。幼稚
園 小学校低学年だけでなく学生、社会人にも買っても
らう。写真をパズルにすることで飽きにくくする。 

◉経営学科１年　長谷川 雄基さん　

　【Advertise カフェ】
《自由部門》
　私のアイディアは消費者に対して無償で飲食物を提供
するカフェを運営し、そこに集まった人々への宣伝を行
う場所・機会、またそこで得た顧客情報などを企業に提
供することで対価を得るというものです。また会員登録
やアンケートを実施し、購買意欲が高い消費者だけを集
めるイベントも行います。多種多様な消費者のニーズを
フィルタリングし、企業の製品・サービスと結び付ける
ことがこのビジネスの目的です。

◉経済学科２年　久保利 勇太さん　

　【「パパの休憩所」〜退屈から家族で楽しくショッピングへ〜】
《自由部門》
　私のアイディアは「パパの休憩所〜退屈から家族で楽
しくショッピングへ〜」でした。これはショッピングセ
ンターにお父さん用の休憩所を設置して、あまり来場さ
れないお父さんにショッピングセンターを利用してもら
えるようにしようというアイディアです。しかしお父さ
んが利用することができるのは休日だけという問題が生
まれ、平日には託児所として営業することで、平日はお
母さんをターゲットにし、さらに、子持ちの従業員でも
利用できるものにしようと考えました。
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◉経営学科２年　樋口 静音さん　

　【音量調節インターフォン】
《課題部門》課題提供企業／旭電機化成株式会社　
　今回 わたしが考えたアイディアは " 音量調節インター
フォン " という商品です。この商品は、名前の通り イ
ンターフォンの音量を大きくする装置です。もともと家
についているインターフォンの音量が小さかったり、耳
が悪いからインターフォンの音が聞こえずらかったり、
インターフォンが聞こえなかったら生活する上でなにか
と大変だと思います。
　そこで、今回わたしはこのアイディアを考えました。
この装置の仕組みは、補聴器と同じ仕組みを利用しようと考えました。補聴
器には、入ってきた音を大きくするだけではなく、音を加工して聴きやすく
する機能もあります。この機能により、スピーカーで話をしている時、外の
騒音を軽減してくれます。音量調節の方法は、マイクロフォンで音を集め、
アンプで電気的に音を増幅し、スピーカーで音を発生させるという仕組みで
す。装着方法は、車用の芳香剤のように、網目に差し込んで固定するものと
両面テープの２種類考えています。２種類考えることにより、新旧どちらの
タイプにも対応できるようにします。
　また、後付の装置にも音量調節を付けたいと思います。こちらにも音量調
節をつけることにより、もともと家についているインターフォンの音量や、
個々の耳の悪さに合わせて音量を変えることができるからです。この装置で
の音量調節の方法は、iPhone などの音量調節と同じように、プラスマイナ
スボタンかレバーにするか悩んでいます。こちらは、今後、年配者を中心に
アンケート調査を行い、決定したいと考えています。
　また、インターフォンの音が鳴るだけではなく、光る機能も付けようか検
討しています。光る機能をつけることにより、音が鳴ったとはっきり聞こえ
なくても、鳴った気がしたら、音がした方に振り向くと思います。その時に
光っていたらインターフォンが鳴ったということがわかり、インターフォン
に出ると思います。そうすることで、インターフォンに出られなかったとい
う回数を軽減させていきたいと考えています。この商品の完成イメージとし
ては、あまり大きいものにはせず、邪魔にならない縦２〜３cm 横３〜４cm
程度を考えています。
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　著者は博報堂で空間開発チームに所属し、企業ブランディングや店舗開発、
デザインコンサルティング業務に従事した。2013 年博報堂退職後、ブラン
ディングファーム「アーキセプトシティー」を設立し、日産自動車、NTT
ドコモ、キリンビール、ソニー等大手企業のブランディング業務を請け負っ
ている。生活者のブランド実体験を、企業価値向上プロセスにおける最も有
効的な手段の一つと捉えており、この書籍のなかでは、事例を通じて「体験」
によるブランディングについて説明されている。
　「ブランドと体験」では、企業のブランド価値は、顧客が商品の購入で得
られる体験（コト）よって形成されるのであって、モノを売る、ということ
は、モノを介して顧客が得ることができる体験を売るということであり、モ
ノを売るための施策をあれこれ考えるより、モノをコトとして体験してもら
うための施策を考え、ブランドの体験をデザインすることが重要である、と
書かれている。それは、キリンビールの「キリン一番搾りフローズンガーデ
ン東京」の店舗の事例で説明している。近隣の店舗では 100 円安く、キリン
一番搾りを飲むことができるにも関わらず、店舗空間の気持ちよさや特別感
が「仲間と過ごす楽しい時間」を豊かにする体験に価値を感じる人がたくさ
ん、「キリン一番搾りフローズンガーデン東京」に来客するのである。
　また、実際の企業の事例によって体験デザインによるブランディングを説
明している。体験をデザインするというのは、単にデザインだけ、接客だ
け、BGM だけといった断片的な要素に注力して満足するのではなく、すべ
てのモノ、コト、デザインを定義しクオリティーを上げていくということで
ある。コーヒーショップの「スターバックス」がコーヒーの銘柄ではなく飲

６.  書評

「体験デザインブランディング」
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